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住民福祉の後退が懸念される 

第５次廿日市市総合計画の基本構想には反対  
 

 

 

 

 

２００９年元旦    毎年恒例の元旦宮島口街頭宣伝です。 
手前から大畑市議、藤本さとし衆院比例区候補、植木市議 
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賀
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本
年
も
ど
う
ぞ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

２
０
０
９
年
１
月 

 
 

日
本
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産
党
佐
伯
支
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第
５
次
廿
日
市
市
総
合
計
画
（
期
間
２
０
０
９
〜
２

０
１
５
年
）
は
、
「
基
本
構
想
」
と
「
基
本
計
画
」
で

構
成
さ
れ
、
議
会
議
決
で
き
る
の
は
「
基
本
構
想
」
で

す
。 日

本
共
産
党
市
議
団
の
大
畑
・
植
木
両
市
議
は
、
今

回
議
案
と
し
て
出
さ
れ
た
基
本
構
想
に
は
、
次
の
よ
う

な
理
由
で
反
対
し
ま
し
た
。
（
賛
成
多
数
で
可
決
） 

 

▼
平
和
の
希
求
や
、
人
権
の
尊
重
な
ど
が
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
評
価
し
、
す
べ
て
に
反
対
を
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
地
方
自
治
の
本
旨
で
あ
る
「
住
民

福
祉
の
増
進
」
を
明
記
し
て
い
な
い
の
は
問
題
だ
。 

▼
「
自
己
決
定
」
や
「
自
己
責
任
」
と
い
う
文
言
が

あ
る
が
、
「
自
己
責
任
」
の
名
の
下
に
多
く
の
国
民

が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
新
自
由
主

義
的
な
「
官
か
ら
民
へ
」
の
推
進
の
な
か
「
自
己
責

任
」
で
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
行
政
の

役
割
が
後
退
し
て
い
く
懸
念
が
あ
る
。 

▼
「
構
想
」
に
も
と
づ
く
計
画
で
は
西
部
拠
点
都
市

づ
く
り
と
し
て
、
下
平
良
２
丁
目
の
内
水
面
を
埋
め

立
て
、
商
業
施
設
を
誘
致
す
る
方
針
だ
が
、
市
民
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
上
位
は
、
福
祉
施
策
や
防
災
対
策

で
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
拠
点
作
り
や
大
型
商
業
施
設
誘

致
を
望
む
と
い
う
の
は
下
位
で
、
市
民
の
願
い
に
逆

行
し
て
い
る
。
一
極
集
中
で
さ
ら
に
地
域
間
格
差
が

広
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
。 

 

 

市内１５８施設の指定管理者が決まりました 

指定期間は３年から５年に延長  
主なもの（今年度までの管理者→来年度新管理者） 
□佐伯総合スポーツ公園 

  体育館、野球場、陸上競技場、サッカー場 

ポラーノグループ特定共同企業体→ポラーノグ

ループ佐伯  
□スパ羅漢 

㈱ケントク中国支社→㈱ケントク中国支社  
□吉和魅惑の里 

デリカウイング㈱→梶広建設㈱  
□アルカディア・ビレッジ及びふるさと会館 

株カルフート→㈱ケントク中国支社  
□スポーツセンター、峰高公園多目的広場、廿日市

市サッカー場（サッカー場は新規に公募）  

 ＮＰＯ法人廿日市市スポーツ協会→ポラーノグ

ループ廿日市  
 

 

 

↑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
状
況
を
聞
く

←
市
に
申
し
入
れ 

失
業
対
策
を
市
に
申
し
入
れ 

１２
月
２４
日 

企
業
の
派
遣
切
り
な
ど
で
失
業
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
緊
急
対
策
を
要

す
る
た
め
、
日
本
共
産
党
西
部
地
区
委
員
会
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
状
況
を
聞
き
取
り
、
市
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 



大
畑 

①
昨
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
、
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
県
民
税

に
よ
る
事
業
は
、
環
境
面
重
視
の
事
業
で
あ
る
が
、
森
林
再
生
の
全

体
像
を
具
体
的
に
し
た
う
え
で
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の

事
業
の
課
題
を
問
う
。 

②
市
有
林
で
使
用
割
当
地
の
中
に
は
県
公
社
造
林
地
と
森
林
総
合

研
究
所
（
旧
緑
資
源
機
構
）
造
林
地
が
あ
る
が
、
木
材
生
産
の
あ
て

が
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
造
林
地
が
多
い
中
で
、
毎
年
多
額
の

費
用
が
造
林
保
育
に
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
見
直
し
が
必

要
だ
が
市
の
方
針
を
問
う
。 

 

答
弁 

観
光
産
業
部
長 

①
環
境
貢
献
林
整
備
事
業
、
里
山
林
整
備

事
業
で
は
森
林
所
有
者
と
市
の
間
で
、
20
年
間
の
皆
伐
制
限
、
森
林

以
外
へ
の
転
用
禁
止
、
森
林
体
験
活
動
へ
の
協
力
な
ど
の
協
定
を
締

結
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
一
部
森
林
所
有
者
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
。
早
め
の
協
議
で
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

②
間
伐
や
枝
打
ち
な
ど
適
正
な
維
持
管
理
が
必
要
な
の
で
、
造
林
所

有
者
に
計
画
的
な
施
業
を
お
願
い
し
て
い
る
。 

大
畑 

①
来
年
度
か
ら
上
水
道
事
業
営
業
業
務
が
民
間
事
業
者
に
包

括
委
託
さ
れ
る
。
中
期
経
営
計
画
で
は
、
23
年
度
か
ら
は
給
水
・
維
持

管
理
業
務
も
民
間
委
託
す
る
方
針
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
生
命
維
持
に

欠
か
せ
な
い
飲
料
水
の
供
給
に
は
公
的
責
任
が
あ
り
、
安
易
に
民
間
委

託
し
て
は
な
ら
な
い
。
水
道
事
業
の
公
的
責
任
を
ど
う
考
え
る
か
。 

②
民
間
委
託
に
よ
る
経
費
節
減
効
果
は
、
お
も
に
人
件
費
削
減
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を

行
政
自
ら
が
生
み
出
し
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
。
ま
た
、
行
政
が
委
託

先
の
従
業
員
に
指
示
を
出
す
と
偽
装
請
負
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
懸
念
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。 

③
世
界
的
に
は
新
自
由
主
義
的
な
「
官
か
ら
民
へ
」
の
動
き
が
破
綻
し
、

方
向
転
換
す
る
国
が
出
て
生
き
て
い
る
。
本
市
も
水
道
事
業
の
民
間
委

託
方
針
は
撤
回
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

 

答
弁 

水
道
局
長 

①
水
道
事
業
の
使
命
は
水
道
水
の
安
定
供
給
、
本

来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
増
進
の
た
め
健
全
経
営
を
行
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
水
道
事
業
者
と
し
て
の
行
政
責
任
を
果
た
し

な
が
ら
、
経
営
基
盤
の
強
化
策
と
し
て
民
間
委
託
を
検
討
し
て
い
く
。 

②
委
託
先
に
は
労
働
関
係
法
令
の
遵
守
を
義
務
付
け
て
お
り
、
適
正
な

労
働
条
件
下
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。 

③
高
度
化
、
複
雑
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
行
財
政
運
営
の
効

率
化
を
図
る
た
め
に
、
い
っ
そ
う
の
民
間
委
託
等
の
推
進
を
図
る
。 

水
ビ
ジ
ネ
ス 

上
下
水
道
や
造
水
事
業
な
ど
を
含
め
て
水
ビ
ジ
ネ
ス
と
呼
ば

れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
ス
エ
ズ
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
水
メ
ジ
ャ
ー
が
世
界
に
市
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

企
業
に
先
を
越
さ
れ
ま
い
と
、
日
本
の
水
処
理
各
社
は
、
㈱
ジ
ャ

パ
ン
ウ
オ
ー
タ
ー
（
三
菱
商
事
と
日
本
ヘ
ル
ス
工
業
）
な
ど
を
設

立
、
受
託
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

三
次
市
で
は
、
浄
水
場
の
施
設
管
理
を
㈱
ジ
ャ
パ
ン
ウ
オ
ー
タ

ー
、
営
業
業
務
を
㈱
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
廿
日
市

市
の
上
水
道
営
業
業
務
委
託
先
の
、
第
一
環
境
株
式
会
社
も
毎
年

受
託
を
ふ
や
し
て
お
り
、
一
部
大
手
企
業
が
、
全
国
の
上
下
水
道

事
業
を
握
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
水
ビ
ジ
ネ
ス

の
参
入
で
、
さ
ら
に
「
福
祉
」
と
し
て
の
水
道
事
業
が
後
退
し
て

い
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

大
畑 

中
山
間
地
で
は
残
土
埋
め
立
て
、
産
廃
処
理
場
、
工
場
立
地

な
ど
が
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
住
民
の
快
適
な
生
活
が
脅
か
さ
れ

る
事
態
が
多
く
出
て
い
る
。
周
辺
地
区
住
民
だ
け
で
な
く
市
街
地
の

住
民
に
と
っ
て
も
飲
み
水
の
水
源
と
し
て
の
影
響
が
あ
る
。
環
境
悪

化
を
招
く
開
発
を
規
制
し
、
市
民
の
飲
み
水
を
守
る
た
め
に
、
水
源

水
質
保
全
条
例
の
制
定
を
求
め
る
が
ど
う
か
。 

答
弁 

市
長 

現
在
、
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
法
的
な
規
制
は

あ
る
。
市
民
と
事
業
者
、
水
道
事
業
の
責
務
を
明
確
に
す
る
意
義
は

あ
る
が
、
事
業
者
の
進
出
を
規
制
す
る
条
例
制
定
は
困
難
で
あ
る
。 

水
道
事
業
の 

民
間
委
託
化
方
針
は
撤
回
を 

 

使
用
割
当
地
と
分
収
造
林 

市
有
林
で
地
区
組
織
や
個
人
に
使
用
権
が
認
め
ら
れ
て
い

る
山
林
を
使
用
割
当
地
と
い
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
（
財
）

広
島
県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
（
旧
県
造
林
公
社
）
や
森
林
総
合

研
究
所
（
旧
緑
資
源
機
構
）
と
市
（
旧
町
）
と
の
長
期
契
約
で

造
林
保
育
を
行
っ
て
い
る
山
林
を
分
収
造
林
と
い
い
、
約
７
０

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。
立
木
が
売
れ
た
時
に
は
、
決
め
た

割
合
に
よ
り
、
収
益
を
市
と
相
手
方
で
「
分
収
」
し
ま
す
。
多

く
が
、
長
年
放
置
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
森
林
研
究
所
造
林
地

の
一
部
に
は
毎
年
事
業
費
が
計
上
さ
れ
、
こ
こ
数
年
は
年
１
０

０
０
万
円
前
後
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

水
源
水
質
保
全
条
例
の
制
定
で 

生
活
環
境
と
飲
み
水
の
保
全
を 

森
林
整
備
の
見
直
し
を 

大畑美紀

議員の 

一般質問 

 

 


